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・ 我が国のＩＴＳは、カーナビ、ＶＩＣＳ、ＥＴＣ、ＡＳＶ、テレマティクス、プローブカー、バスロケ－ショ
ンシステムなど新たなサービスが出現し、急速に普及。
・ また、携帯電話、電子マネー、ウェブ情報などのＩＴ関連サービスが日常生活に浸透。

・ 我が国のＩＴＳは、カーナビ、ＶＩＣＳ、ＥＴＣ、ＡＳＶ、テレマティクス、プローブカー、バスロケ－ショ
ンシステムなど新たなサービスが出現し、急速に普及。
・ また、携帯電話、電子マネー、ウェブ情報などのＩＴ関連サービスが日常生活に浸透。

社会を変え始めたＩＴＳ

カーナビ

ＶＩＣＳ

ＥＴＣ

ＡＳＶ

テレマティクス

バスロケ－ションシステム

携帯電話

電子マネー

ウェブ情報

’94年
本格的な普及

’00年
累積出荷台数
500万台突破

’04年
出荷台数300万台/年、
累積1,450万台

’96年
サービス開始

’03年
VICS搭載率8割

’04年5月
300万台普及
利用率18.4％

’01年
サービス開始

’95年
世界初のACC実用化

’99年
ブレーキ制御
（車間保持）

’01年
ハンドル制御
（車線維持支援）

’03年
ブレーキ制御
（衝突被害軽減）

’97年
初の商品化
(第一世代テレマティクス）

’02年
第二世代
テレマティクス

’99年
GPS方式急速普及

’04年1月
70以上の事業者
が参入

’01年1月
GPS携帯
販売開始

’04年1月
契約台数
8,000万台突破

’98年
バス事業者が
非接触ICカード導入

’01年
JR東日本がSuica導入、
Edyサービス開始

’04年4月
国内で1,400万枚
普及

’00年
民間による道路交通情報
提供サービスが本格化

’04年2月
様々なﾒﾃﾞｨｱで民
間各社がｻｰﾋﾞｽ

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

プローブカー ’00年
東京都で実験

’03年
全国へ
システム展開

‘９６年
本格的な普及
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図 踏切警告

図 カーナビの出荷台数累計

・ 1994年に本格的な普及を開始以降、出荷台数が年々増加し、既に自動車の装備として一般化。
・ カーブ警告を皮切りに、踏切警告等、安全運転を支援する機能が次々と誕生。
・ 外国人向けのカーナビも既に商品化。

・ 1994年に本格的な普及を開始以降、出荷台数が年々増加し、既に自動車の装備として一般化。
・ カーブ警告を皮切りに、踏切警告等、安全運転を支援する機能が次々と誕生。
・ 外国人向けのカーナビも既に商品化。

出典：SONY NVX-MV8100

【カーナビ】

図 カーブ警告 出典：SONY NVX-MV8100

出典：国土交通省ＨＰ
図 英語案内表示対応カーナビ

出典：日産 XANAVI DVDナビゲーション

社会を変え始めたＩＴＳ

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 1996年に実用化されてから、既に全国展開を終え、現在までに累計900万台以上のＶＩＣＳユニッ
トが出荷。
・ 2003年度出荷分ではカーナビのＶＩＣＳユニット搭載率は8割を越え、カーナビの標準的な装備と
して浸透。

・ 1996年に実用化されてから、既に全国展開を終え、現在までに累計900万台以上のＶＩＣＳユニッ
トが出荷。
・ 2003年度出荷分ではカーナビのＶＩＣＳユニット搭載率は8割を越え、カーナビの標準的な装備と
して浸透。

図 VICSユニットの出荷台数累計

図 地図表示型（レベル３）図 簡易図形表示型（レベル２）

【 VICS 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

図 ＶＩＣＳ提供エリアの全国展開

出典：（財）道路交通情報通信システムセンター（ＶＩＣＳセンター）

凡例

1996年度末
1998年度末

2000年度末
2002年度末
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 2001年のサービス開始以降、急速に車載器が普及、2004年5月には累積セットアップ台数が300
万台を突破。
・ また、首都高でＥＴＣ利用率が22%になるなど、近い将来、標準的な自動車の機能となることを予
想させる段階。

・ 2001年のサービス開始以降、急速に車載器が普及、2004年5月には累積セットアップ台数が300
万台を突破。
・ また、首都高でＥＴＣ利用率が22%になるなど、近い将来、標準的な自動車の機能となることを予
想させる段階。

図 ETC車載器セットアップ台数 図 ETC利用台数、利用率の推移

【 ETC 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

ＥＴＣ車載器セットアップ件数
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プリクラッシュシートベルト

ミリ波レーダー

プリクラッシュブレーキアシスト

衝突判断ＥＣＵ

社会を変え始めたＩＴＳ

・ 1995年に前方車両との車間距離を自動的に調整するＡＣＣ※が世界で初めて商用化。
・ その後、車線維持支援のためのハンドル制御機能、衝突被害軽減のためのブレーキ制御機能
など次々と先進的な機能が商品化。

・ 1995年に前方車両との車間距離を自動的に調整するＡＣＣ※が世界で初めて商用化。
・ その後、車線維持支援のためのハンドル制御機能、衝突被害軽減のためのブレーキ制御機能
など次々と先進的な機能が商品化。

【 ASV 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

※ＡＳＶ（Advanced Safety Vehicle）：先進安全自動車。エレクトロニクス技術等の新技術により安全性・快適性を格段に高めた自動車。

（車線逸脱警報／車線維持支援用カメラ）

図 車線維持支援のためのハンドル制御商品化例

出典：本田技研HP

図 ACCによる車間距離自動調整商品化例

出典：日産自動車HP

図 衝突被害軽減のためのブレーキ制御
商品化例

出典：トヨタ自動車

（HMIイメージ）

車線維持支援機能 車線逸脱警報機能

※ＡＣＣ（アダプティブクルーズコントロール Adaptive Cruise Control）：前方車両との車間距離を自動的に調整する機能
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 1997年、我が国初のテレマティクスサービスが商品化。
2002年には自動車メーカー各社が次々と新しい商用サービス
を開始。
・ 今後、通信技術の向上、IT社会の浸透により、テレマティクス
サービスが更に普及する見込み。

・ 1997年、我が国初のテレマティクスサービスが商品化。
2002年には自動車メーカー各社が次々と新しい商用サービス
を開始。
・ 今後、通信技術の向上、IT社会の浸透により、テレマティクス
サービスが更に普及する見込み。

図 ＩＴ社会の浸透とテレマティクスの潮流

図 テレマティクスイメージ

【 テレマティクス 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

ＩＴ社会の浸透

黎明期 一般化、成熟期

・低い通信速度（9.6kbps）
・高い通信コスト
・CD搭載カーナビ
（道路交通情報を提供）
・電子メール送受信

・通信速度の高速化（2.4Mbps）
・通信コスト低減、定額化
・ＨＤＤ内蔵・大容量情報カーナビ
（道路交通情報に加えて、天気、ニュース、周辺情報等
を提供）
・インターネットから必要情報をダウンロード
・携帯電話やPDAとの接続・連携、ハンドフリーフォン
・メールの音声読み上げ機能

テレマティクス・第二世代ﾃﾚﾏﾃｨｸｽ・第一世代

図 テレマティクスサービス
契約者数の推移

出典：トヨタ自動車
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 車（プローブカー）の旅行時間データによる渋滞緩和効果などの評価、わかりやすい国民への説
明に関する取り組みを実施。2003年にバスロケーションシステム等を活用して全国展開。
・ 民間においても、タクシーの位置情報やワイパー情報等をもとに、道路混雑情報、天気情報の提
供サービスを実験中。

・ 車（プローブカー）の旅行時間データによる渋滞緩和効果などの評価、わかりやすい国民への説
明に関する取り組みを実施。2003年にバスロケーションシステム等を活用して全国展開。
・ 民間においても、タクシーの位置情報やワイパー情報等をもとに、道路混雑情報、天気情報の提
供サービスを実験中。

【 プローブカー 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

図 プローブ情報を用いた都道府県別
キロあたり渋滞損失時間の分析

道路混雑情報（リアルタイム情報、過去情報）

ワイパー情報を用いた降雨情報

図 民間によるプローブ情報活用サービス実験
出典：インターネットITS協議会、民間企業資料
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 1989年に初のＧＰＳ（Global Positioning System）を利用したバスロケーションシステム（バスロケ）
が導入されて以来、徐々に導入する事業者数が増加。2003年には70以上の事業者が導入。

・ 1989年に初のＧＰＳ（Global Positioning System）を利用したバスロケーションシステム（バスロケ）
が導入されて以来、徐々に導入する事業者数が増加。2003年には70以上の事業者が導入。
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出典：国土交通省資料

図 バスロケーションシステムイメージ

図 バスロケ－ションシステム導入事業者数の推移

【 バスロケーションシステム 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

（携帯電話を利用したバス停情報）

（バス停の接近表示器）
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 携帯電話は、1996年頃から本格的に普及し、2004年度には契約台数が８千万台を超え、就業人
口の１人に1台の割合で普及。
・ 2001年以降、カメラ機能、ＧＰＳ機能などが搭載された機種が販売されるなど機能が高度化。

・ 携帯電話は、1996年頃から本格的に普及し、2004年度には契約台数が８千万台を超え、就業人
口の１人に1台の割合で普及。
・ 2001年以降、カメラ機能、ＧＰＳ機能などが搭載された機種が販売されるなど機能が高度化。

図 携帯電話の契約数の推移

0 10 20 30 40 50

KDDIサイト

タウンガイド/レストランガイド

コミュニケーション

交通

旅行

天気

生活

車/住宅

スポーツ

アミューズメント

メーカーサイト

図 GPS機能を利用したサイト数

【 携帯電話 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

出典：（社）電気通信事業者協会資料

※「就業人口」総務省統計局人口推計2004年値の15歳以上65歳未満人口

出典： ａｕ（ＫＤＤＩ） HP掲載データより作成
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 1998、99年と、わが国で大規模な電子マネーの実用実
験を実施。
・ 2001年以降、鉄道や小売店でサービスが始まり、徐々
に日常生活に電子マネーが浸透。
・ 2004年４月には国内で１４００万枚のICカードが電子マ
ネーとして流通。

・ 1998、99年と、わが国で大規模な電子マネーの実用実
験を実施。
・ 2001年以降、鉄道や小売店でサービスが始まり、徐々
に日常生活に電子マネーが浸透。
・ 2004年４月には国内で１４００万枚のICカードが電子マ
ネーとして流通。

図 非接触ＩＣカード発行数の推移

【 電子マネー 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

4.7
5.2

5.9
6.6

8.5

10.1

11.5

13.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

'02.6 '02.9 '02.12 '03.3 '03.6 '03.9 '03.12 '04.3

（百万人）

図 非接触ＩＣカードによる小売店や自動販売機での利用

図 非接触ＩＣカードを利用したキャッシュレス決済
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社会を変え始めたＩＴＳ

・ 2000年、（財）日本道路交通情報センター（ＪＡＲＴＩＣ）が、ホームページ上で “道路交通情報Now”
の提供を開始。
・ ＪＡＲＴＩＣの情報を元に、民間企業等でも多彩なメディアによるサービスが本格化。

・ 2000年、（財）日本道路交通情報センター（ＪＡＲＴＩＣ）が、ホームページ上で “道路交通情報Now”
の提供を開始。
・ ＪＡＲＴＩＣの情報を元に、民間企業等でも多彩なメディアによるサービスが本格化。

図 自治体・民間企業等による道路交通情報サービス数の推移

※ＪＡＲＴＩＣがｗｅｂ上で提供するサービス

カーナビ

インターネット接続携帯
電話･PHS・PDA

インターネットHP

放送

インターネット接続固定
電話（Lモード)

情報板等

【 ウェブ情報 】

（１） ＩＴ及びＩＴＳの進展

図 道路交通情報Now※サイトへのアクセス数

※ＪＡＲＴＩＣの道路交通情報を購入している情報サービス数を計上
※１社が複数メディアでサービスしている場合は複数カウント

出典：ＪＡＲＴＩＣ事業報告書

出典：ＪＡＲＴＩＣ事業報告書

サービス数 （件）

図 ＪＡＲＴＩＣホームページ
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・ 高度な道路交通情報の提供、円滑で安全な道路交通、生活環境の改善、インフラの有効活用な
どが実現し始めている。

・ 高度な道路交通情報の提供、円滑で安全な道路交通、生活環境の改善、インフラの有効活用な
どが実現し始めている。

社会を変え始めたＩＴＳ

① HPからの道路情報の入手

② 道路路面情報などの付加価値情報の提供拡大

③ カーナビによる利便性向上

④ バスロケーションシステムによるバス活性化

⑤ ＥＴＣの普及による料金所渋滞の減少

⑥ 多様な料金施策の実現（首都高のＥＴＣ夜間割引実験）

⑦ 多様な料金施策の実現（阪神高速における環境ロード

プライシング）

⑧地域におけるＩＴＳの取組み

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果
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① ＨＰからの道路情報の入手

社会を変え始めたＩＴＳ

・ 積雪等の天候に影響を受けやすい北陸地方等では11月～2月に利用者が急増。
・ 中国・九州地方等でも、降雨による通行規制の多い梅雨や台風の時期に急増。

・ 積雪等の天候に影響を受けやすい北陸地方等では11月～2月に利用者が急増。
・ 中国・九州地方等でも、降雨による通行規制の多い梅雨や台風の時期に急増。

出典：
国土交通省調査

図 北陸地方整備局の道路情報提供システムページアクセス件数
（03年度アクセス数：132,340）

 

出典：国土交通省ＨＰ

図 交通規制・道路気象（道路情報システム）ページ

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

図 岡山国道事務所ホームページアクセス件数
（03年度アクセス数：265,365）

積雪時期

台風時期

梅雨時期

出典：
国土交通省調査

2003 2004

図 道路局ホームページアクセス目標数（アウトカム指標）
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②道路路面情報などの付加価値情報の提供拡大

社会を変え始めたＩＴＳ

・ 多くの地域において、通行規制情報、気象情報、路面情報等、地域特性に応じた道路情報提供
を実施。

・ 多くの地域において、通行規制情報、気象情報、路面情報等、地域特性に応じた道路情報提供
を実施。

出典:相武国道事務所HP

図 路面状態の情報

図 道路情報板情報

出典:国土交通省調査

図 地方整備局、事務所で実施する
付加価値情報提供

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

出典:高山国道事務所HP

図 駐車場案内板とカーナビ・
携帯電話との連携

出典:東京国道事務所HP

図 工事情報
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・ 走行ルート指示、リアルタイム道路交通情報提供については、ユーザの約8～9割が「便利である
と回答。
・ カーナビを利用する高齢者の80％がカーナビにより「安心して運転できる」と回答。

・ 走行ルート指示、リアルタイム道路交通情報提供については、ユーザの約8～9割が「便利である
と回答。
・ カーナビを利用する高齢者の80％がカーナビにより「安心して運転できる」と回答。

図 カーナビの利便性に関するアンケート結果

出典:国土交通省調査（2003年11月）

15.6%
10.6% 7.5%

2.8% 0.0%

48.4%

57.5% 59.2%

72.2%

83.3%

0.0%

10.0%
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60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

20代 30代 40代 50代 60代

新たに立ち寄る施設（レストラン
等）が増えた

道に迷う心配がなくなり、安心して
運転できるようになった

非常に便

利である

46.4%

便利であ

る

45.5%

あまり便利

ではない

4.1%

どちらとも

言えない、

わからない

3.3%

不便であ

る

0.7%

非常に便

利である

45.5%

便利であ

る

32.7%

あまり便利

ではない

3.8%

不便であ

る

1.7%

どちらとも

言えない、

わからない

16.3%

問 カーナビでの走行ルート指示機能に関
する利便性について

問 カーナビでのリアルタイム道路交通情
報提供機能に関する利便性について

問 カーナビを利用してから、運転の際に変わった
ことについて

図 VICSによるリアルタイム情報提供図 詳細な走行ルート指示（交差点詳細表示)

出典：SONY  NV-XYZ

③ カーナビによる利便性向上

社会を変え始めたＩＴＳ

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

出典：国土交通省調査
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京都市交通局

・ ポケット・バスロケーション導入に
より、市バス利用回数が増えたと
いう利用者が３０％

・ ＨＰには１日平均１万５千～２万件
のアクセス

・ 利用者から「バス待ちの時間を有
効に使えるようになった」と好評

図 ポケット・バスロケーション

導入による市バス利用回
数への影響

④バスロケーションシステムによるバス活性化

社会を変え始めたＩＴＳ

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

・ 位置情報利用技術の進展により、バスロケーションが急速に普及。
・ バスロケーションシステムは都市部を中心として利用者の利便性を向上。

・ 位置情報利用技術の進展により、バスロケーションが急速に普及。
・ バスロケーションシステムは都市部を中心として利用者の利便性を向上。

0%

50%50%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

増えた 変わらない 減った

東急バス

・ 運行状況提供サイトへのアクセ
ス数は平均1,000件／日

・ バス待ち時間が短くなったと回
答した利用者は76%

・ バス利用回数が増えたと回答
した利用者は50%

図 「ナビゲーションサービス」で
バス利用回数は変わったか

伊予鉄道

・ 対前年同期比13.4%の乗車人員の
増加

・ 通信コストが発生しているが、ダイ
ヤ編成によるコスト削減効果が高
い

・ 利用者から「バスを待つイライラ感
が解消」と好評

伊予鉄道（愛媛県）

デマンドバス
（高知県）

図 対前年同期比乗車人員

変わらない
69%

増えた
30%

減った
1%

出典：国土交通省ＨＰ
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⑤ ＥＴＣの普及による料金所渋滞の減少

社会を変え始めたＩＴＳ

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

※渋滞量：各時間帯での平均渋滞
延長の1日分の総和
※走行速度20km/h以下の状態を渋
滞として計上

首都高川口料金所

・ 首都高速道路でのＥＴＣの利用率が２０％を超え、専用レーン通過交通量が増加。
・ 首都高川口料金所では、料金所通過交通量が増加したにもかからず、渋滞量は減少。

・ 首都高速道路でのＥＴＣの利用率が２０％を超え、専用レーン通過交通量が増加。
・ 首都高川口料金所では、料金所通過交通量が増加したにもかからず、渋滞量は減少。

図 首都高川口料金所の位置

出典：首都高速道路公団HP

時刻（0時～24時）

渋
滞
延
長
（km）

この面積が渋滞量（km・h/日）

図 現在の川口料金所

図 首都高川口料金所通過交通量と渋滞量の推移

ＥＴＣ利用率 ２％ ６％ ２０％
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⑥多様な料金施策の実現 （首都高のＥＴＣ夜間割引実験）

社会を変え始めたＩＴＳ

・ ETC利用者を対象としたきめ細かい料金設定を実施。
・ ＥＴＣ利用車が約２０％（約６０００台）増加。

・ ETC利用者を対象としたきめ細かい料金設定を実施。
・ ＥＴＣ利用車が約２０％（約６０００台）増加。

図 首都高速ETC夜間割引実験の料金体系

大型

普通

ETC車

3,470

25,929

29,399

194,793

実験無し*1

1,341
（約40%増）

4,513
（約17%増）

5,854
（約20%増）

2,005
（1.0%）

増減実験中*2

196,798全車

4,811

30,442

35,253

表 割引時間帯（0～6,22～24等）の利用交通量の変化

*1）夜間割引実験がない場合の想定交通量
*2）夜間割引実験中の平均値

出典：首都高速道路公団資料 出典：首都高速道路公団資料

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

５％割引

１０％割引

２０％割引

５~３４％割引

(東京線)

１０％割引

２０％割引３４％割引

現行料金

料金

現行料金

2223 0 1 4 5 6 121812 時刻

700円

（665円）

（630円）

（560円） （462円）

（630円）

（560円）

*)金額は東京線普通車の例
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⑥多様な料金施策の実現 （首都高のＥＴＣ夜間割引実験）

社会を変え始めたＩＴＳ

図 一般道路の所要時間短縮

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

図 首都高速夜間割引実験の記事

出典：平成１６年４月１４日毎日新聞朝刊

・ 一般道路の交通量が減少し、夜間の沿道環境向上に貢献。・ 一般道路の交通量が減少し、夜間の沿道環境向上に貢献。

【南烏山】国道20号
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図 国道20号と首都高速4号の位置関係
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明
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出典:首都高速道路公団資料
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⑦多様な料金施策の実現 （阪神高速道路における環境ロードプライシング）

社会を変え始めたＩＴＳ

・ ETCの普及とともに、湾岸線利用が増大。
・ ETC利用者を対象としており、特定期間の割引が容易。この結果湾岸線利用に拍車。
・ 柔軟な料金設定により、さらに多様な施策の展開が可能。

・ ETCの普及とともに、湾岸線利用が増大。
・ ETC利用者を対象としており、特定期間の割引が容易。この結果湾岸線利用に拍車。
・ 柔軟な料金設定により、さらに多様な施策の展開が可能。

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

図 阪神高速におけるETC利用による料金割引区間

阪神高速３号神戸線沿線の環境改善を目的に、
５号湾岸線のETC利用による大型車料金の割
引を実施（1000円→800円）
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図 阪神高速における割引実施後のETC利用台数の推移

約 ６０％増加

全国ETCセットアップ台数

平成15年 平成16年

800円 600円 800円

平日平均利用台数（台/日）

社会実験中さらに割引
（800円→600円）

ＥＴＣセットアップ台数（万台）
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⑧地域におけるＩＴＳの取組み

社会を変え始めたＩＴＳ

・ ＩＴＳの普及とともに、地域においてもＩＴＳ推進に係る取り組みが活発化。
・ 地域におけるＩＴＳ推進団体等が各地域独自の課題に対応したＩＴＳの導入を支援。

・ ＩＴＳの普及とともに、地域においてもＩＴＳ推進に係る取り組みが活発化。
・ 地域におけるＩＴＳ推進団体等が各地域独自の課題に対応したＩＴＳの導入を支援。

（２） 現れ始めたＩＴＳの効果

＜地域におけるＩＴＳ推進団体の例＞
・愛知県ＩＴＳ推進協議会
・青森ＩＴＳクラブ
・岡山県ＩＴＳ推進協議会
・関西ＩＴＳ推進協議会
・新潟県ＩＴ＆ＩＴＳ推進協議会
・北海道ＩＴＳ推進フォーラム

＜産官が連携した地域ＩＴＳの例＞
・ｉ‐ＴＲＥＫ

（中国ＩＴＳ研究会－中国経済連合会）

＜学による地域ＩＴＳへの取り組みの例＞
・高知工科大学総合研究所地域ＩＴＳ社会研究センター
・東京大学国際・産学共同研究センター産学連携プロジェクト サスティナブルＩＴＳ
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・ ＩＴＳ関連の市場規模は、すでに10兆円を超える規模に達している。・ ＩＴＳ関連の市場規模は、すでに10兆円を超える規模に達している。

【情報提供： 約６兆円】
カーナビ等

VICS・ETC
情報板 など

【インフラ： 約５兆円】
路側センサー・カメラ

ネットワーク など

【サービス： 約１兆円】
地図ソフト

コンテンツ など

計 ： 約12兆円

（現在のITS市場）

（３） 現在のＩＴＳ関連市場

社会を変え始めたＩＴＳ


